
- 1 -

テュッティ

福井県議会議員 北川博規 機関紙福井県議会議員 北川博規 機関紙

この子たちの
　未来のために No.40

令和７年１１月

プラス

R7.9.17　総務教育常任委員会R7.9.17　総務教育常任委員会

令和７年９月県議会 ・ 活動報告●はじめに

観光誘客・まちづくりの促進❶

令和７年度９月補正予算案　重点ポイント･予算規模

一般会計の９月補正予算額　３７億
　この結果、一般会計の予算現計　５，106億円 （対前年比 0.3%減）

…… ３億円
◯ 若狭湾サイクリングルート整備事業 １億4,300万円

◯ 大阪・関西万博における福井県ゾーン展示物の二次活用事業 8,900万円

◯ 米国関税措置対策支援事業 ２億1,500万円
◯ 福井空港再整備事業 【債務負担行為 6,000万円】50万円
◯ 干害対策特別事業 4,000万円

・ナショナルサイクルルートの指定に向け、ルートのレベルアップを図るため、
 モニュメント等を整備

国際化を推進するための拠点を整備

地域経済・暮らしを支える基盤の強化❷ …… ３億円

長期ビジョンの推進❸ …… 1９億円

国の内示等に伴う公共事業の増額❹

◯ 県立大学「グローバル ゲートウェイ（仮称）」整備事業 1,200万円

◯ ひとり親家庭高等職業訓練給付金事業 ２億1,100万円
◯ 原子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業 ３億2,800万円

　９月定例県議会に続いて、１０月２０日からは決算委員会が開かれ
ました。中でも、決算委員会は、昨年度の予算執行について審議す
る場であり、その評価と今後の施策への繋がりはとても重要な視点と
なります。すでに、予算の段階で、承認し議決したものではあります
が、評価指標に照らし合わせる中で、課題も浮かび上がってきます。
　みなさんの大切な税金の使途に関わるものだけに、それぞれの部
署も議員も独特の緊張感があります。
　その視点に立つと、「ふくいアリーナ」についても、まだ審議すべき
内容が残されているような気がしてなりません。
　この時期は、連合に加盟する各労働組合の定期大会も重なり、慌
ただしく過ぎた１０月です。

…… ４億円

その他❺ …… ８億円
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代表質問の中から

　今回の代表質問の内容項目は、右記
のように、１０視点、１４項目となりまし
た。質疑の内容については、下記のQR
コードで、県議会の「民主・みらいホーム
ページ」へアクセスしてください。

【福井県議会 民主・みらい】
令和７年度９月議会

一般質問質疑の中から

　今回は、一般質問として、４項目を取
り上げました。いずれも重要なものばか
りですが、紙面の都合で、一部のみの掲
載となります。県議会のホームページ
（QR コード）で、記録と動画をご覧いた
だければと存じます。

　合理的配慮について、県はこれまでも事業者に対しまして、ダイバーシティ経営セミナーとか、
出前講座等によって周知しており、障害者等雇用促進支援員が企業を訪問した際には、被雇用
者の障がい特性に応じた職場での合理的配慮について、個別に助言をさせていただいている。 

答弁 【産業労働部長】

１ 「ふくい共生社会実現プラン」の現状と課題について

1 知事の政治姿勢

2 行財政改革について

3 エネルギー行政について

5 交流文化行政について

6 産業行政について

7 農林行政について

8 土木行政について

9 教育行政について

①　使用済燃料の県外搬出に対する考え方について
②　原子力発電所のリプレースに対する考え方について
③　参議院議員選挙結果を受けた北陸新幹線のルート問
　　題について
④　（仮称）福井アリーナ事業計画について

①　関西電力の地域振興資金について

①　在住外国人の日本語教育について

①　多様な人材が活躍できる県庁組織について

①　中小企業の倒産について

①　農村RMOについて

①　福国道１５８号の本復旧について

①　高校授業料無償化による影響について

4 福祉行政について ①　訪問介護事業の現状と今後の取り組みについて
②　誰でも通園制度の課題について

10 公安行政について ①　県内駐交番の再編計画について

県内企業における法定障がい者雇用率の達成状況について伺うとともに、職場での
合理的配慮について、県から事業者に対しての啓発の手立てを伺います。質問

　障がいのある方が、自立していくために、安定した就労は大変重要です。
ただ、障がい福祉課が努力しても、労働社会にアプローチすることは難しいだけに、

産業労働部からのアプローチが不可欠であると考えます。従業員が一定数以上の事業主に対しては、障
がい者の法定雇用率を定めた障害者雇用促進法もあります。

①

９月　代表質問項目

1 「ふくい共生社会実現プラン」の現状と課題について
(1)

(2)

県内企業における法定障がい者雇用率の達成状況・職場での合理的配慮につ
いて、県から事業者への啓発の手立てを伺う。
本県の障がい者差別の解消に向けて、「ふくい共生社会実現プラン」の具現化
への知事の思いを伺う。

4 高校授業料無償化について
(1)

(2)

今後の私立・公立高校のバランス（学校数や定員規模等）に対して、どのよ
うな姿を描いているのか、教育長の認識を伺う。
今後の公立・私立高等学校のバランスのとれた存続体制に対して、課題を共
有し、具体的な手立てを協議するタスクフォースの立上げが必要であると考
えるが、教育長の考えを伺う。

2 肢体不自由特別支援学級の現状と課題について
(1)

(2)

(3)

本県の「肢体不自由特別支援学級の設置」の現状を伺うとともに、今後の方
向性を伺う。
肢体不自由の児童生徒が、通常学級を中心に学校生活送る場合の体制づくり
の責任の所在について伺う。
本県の肢体不自由特別支援学級の現状認識と今後の姿勢を伺う。

3 不登校支援におけるメタバースの運用について
(1)本県も今後、メタバースの導入を県が主体となって進めていくことを検討し
ていくべきと考えるが、教育長の認識と今後の方向性を伺う。

背景と質問

【福井県議会 民主・みらい】
令和７年度９月議会
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さらに、障がい者の雇用に関する専門家が伴走支援を行っており、今後も職場での合理的配慮
につきまして企業の理解を深めてまいりたい。

　メタバースの運営には多くの人材の確保が必要であり、人的または財政的な負担も課題かと考
えている。 本県においては、もともと不登校児童生徒の割合は全国一低いという中で、学校にまっ
たく来ることができない児童生徒の割合は０．０５％と非常に低く、多くの不登校児童生徒は校内
サポートルームとか、または市町が設置している学校外の教育支援センターに通うことができてい
る。また、家庭で学習できる環境も充実している。こうしたことから、現時点においてはメタバース
導入の必要性は低いと考えている。

【教育長】

　県障がい福祉課は、毎年「共生社会推進タウンミーティング」を県内４会場で開催し、障がい者
や支援者、障がい者団体の声を吸い上げ、次の施策に生かしていこうとしています。中には、取組
みに時間がかかるものがあるのはあるとしても、その姿勢に敬意を払うところです。私も、先日、パ
レア若狭で開催された嶺南会場での「共生社会推進タウンミーティング」に参加させていただきま
した。
　今回の意見の中で印象的だったのは、身体障害の女性の方の言葉でした。それは、スマホに事
前に入力したデジタル音声で語られたもので、「職場の中で、障がいを理解してもらえず、つらい思
いをして、結果的に退職せざるを得なかった。」という言葉でした。
　障がい者差別解消法が制定されて１２年、職場での差別解消や合理的配慮が、当然のものとし
て浸透していくはずの社会が、未だに、障がいを持った方にとって精神的に厳しいものであり、生
活し辛いものであることに、大きな憤りを感じました。

所感

　ベネッセコーポレーション（岡山市）は１０月に、通学とオンラインによる中学生向けのフリース
クールを開校する方向を示し、9月8日に入会受け付けを開始しました。報道機関向けの説明会
を開催するとともに、入会者の学習履歴を活用し、在籍の中学校で出席認定を受けられるようサ
ポートすることにしているとのことです。

所感

３ 不登校児童・生徒支援におけるメタバースの運用について

答弁

今後の取組みとして、メタバースの導入を県が主体となって進めていくことを検討し
ていくべきと考えますが、教育長の認識と今後の方向性について伺います。質問

　不登校の小中学生の数は年々増え続け、2023 年度の文部科学省の調査による
と、病気や経済的理由を除き、心理的・社会的な要因で年間 30日以上学校を休ん

だ小中学生の不登校児童生徒数は、過去最多の34万 6,482 人でした。各自治体では様々な形で支援
を開始していますが、急増する不登校児童生徒への支援のリソースもまだまだ不足しており、支援を受け
られずに自分以外の誰かやどこともつながれずに社会的に孤立してしまう子どもたちが増えていることも
大きな課題となっています。一方で、個性と多様性を尊重し、子どもたち一人一人にあった学びの場があっ
てよいという風潮も社会的に醸成されてきています。不登校児童・生徒の増加は全国的に広がっており、
本県も例外ではないことは、これまでにも、色々な場で取り上げられてきています。
　現在の中心的な対応として「校内サポートルーム」の設置が着実に進んでいく中、数点について、共通理
解として確認していく必要があります。
　(1)

　(2)

　そのように、急増する不登校児童・生徒への対応が課題となる中、他県では、教育委員会によるメタバー
ス（仮想空間）を活用した支援が広がりつつあります。

不登校といわれる子どもたちにとって、教室に戻ること、教室で授業を受けるようになることが最終
目標ではないということです。「個別最適な学び」が謳われている今、個性を自認し、その個性を伸
ばしていくことの大切さと価値を再確認する必要があります。
学校に登校できない、校門を通ることができないといった子どもたちに出会った体験は多くの教員
が持っています。その子たちにとって、校内サポートルームへの参加そのものが高いハードルだとい
うことです。

①

背景と質問
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R7.9.11　一般質問R7.9.11　一般質問

　本県も現在の募集定員で２０４０年を迎えることには無理があるのは明らかです。
　私立高校が本県の教育に果たしてきた役割、公立高校の存在意義と必要性を共通理解する中
で、今後の高校教育の在り方と、公・私立高校の姿を考えていく必要性を強く感じます。
　今後の公立・私立高等学校のバランスのとれた存続体制に対して、課題を共有し、具体的な手
立てを協議する　タスクフォースの立上げが必要で
あると考えます。
　本県と同様に、教育県として認められている富山
県では、令和２０年度には、現在の３割以上も中学
校卒業予定者が減少する見込みであることを踏ま
え、「新時代とやまハイスクール構想検討会議」を立
ち上げています。

所感

　コンセプトは「家でも学べて基礎から身につく学びのサードプレイス」。文科省がフリースクー
ルなどの学習成果を出席と認める「出席扱い制度」にも対応し、全日制高校への進学も視野に入
れた指導を行う方向であるとのことです。
　このように、今、不登校児童生徒への対応に、オンラインやITの活用が不可欠となっている中で、
その活用を生かし、体制を整えていくことが求められているのは間違いありません。将来を見通し
て、第 3・第 4の居場所の体制づくりを進めることをこれからも提言していきたいと考えます。

　都市部で起きているような極端な志願者減というのは起きていない状況であり、今回の拡充に
よってもその影響は限定的ではないかというふうに考えている。 一方で県内の生徒数は年々減少
している。県では毎年、県立高校の入学定員を決めるにあたり、地区ごとの生徒数の増減とか、ま
たは志望の状況、そして前年の欠員状況などを踏まえ、適正な規模の入学定員になるよう、その
設定に努めているところである。

【教育長】

４ 高校授業料の無償化について

答弁

今後の私立・公立高校のバランス（学校数や定員規模等）に対して、どのような姿を
描いているのか、教育長の認識を伺います。質問

　高校の授業料無償化は、自
民、公明、日本維新の会による

3党合意によって、為されたものでありますが、合意
に盛り込まれた高校の授業料無償化については、教
育現場から期待する声があがる一方で、懸念される
のは公立高校の志願者数の低下です。このような中
で、受験者数の推移で調整がなされていくとはいえ、
本県も現在の募集定員で２０４０年を迎えることには
無理があるのは明らかです。
　右の資料にあるように、県内で令和６年度（2024
年 4月～ 2025 年 3月）に生まれた子どもの数は、
外国人なども含めて４，４３６人です。この子たちが
中学３年となり、高校受験に臨むのが２０４０年です。
　つまり、高校への進学者は、現在よりも、2,000人
以上減り、公立・私立高校の存続にも関わる大きな問
題なのです。

①

背景と質問 高校入学者数の状況と課題
令和７年度の県内高等学校の募集定員
◎公立高校

募集定員
普通科系
職業系
合 計

入学者数 県内合格者数 県外合格者数
2,924
1,697
4,621

2,841
1,593
4,434

2,796
1,580
4,376

47
14
61

◎私立高校
募集定員
入学者数
うち県内生
うち県外生

定員充足率

2024年4月～2025年3月に生まれた子
2040年度に16歳になる子の数

◎2040年の子どもの数

2,072
1,829
243

1.05
0.93
0.12

※ 入学者数と合格者数の計の差異は、辞退によるもの

1,968 2025年度(今年度)の
私立・公立募集定員の
合計 6,589人

2,153人
2040年度の
高校進学希望者数

4,436人
＝

（＊）

（＊）タスクフォース (Task force)：
緊急性の高い問題解決や短期的な開発のために一時的に編成される組織、
またはその役割を担うメンバー全体を指します。
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R7.8.5　令和７年度 ふくい高校生県議会R7.8.5　令和７年度 ふくい高校生県議会

美浜町まちづくり推進課 作成
日本原子力研究開発機構「広報誌つるがの四季」No.147掲載

令和７年度高校生県議会
　自分の高校生時代の姿を重ね、４名の敦賀高校生の堂 と々した姿に、期待が大きく膨らみま
した。チーム名に「つるがみらいの種」とあるように、将来の敦賀・美浜の姿を俯瞰した提言で
あることにも、感動です。一人一人のテーマを紹介しておきたと思います。

　ふるさとの素晴らしさを時間軸と地域の広がり等、いろ
いろな角度から眺め、福井県の人口減少を何とかしなけれ
ばならないという強い思いのもとに、進学で県外に出た学
生のＵターン率が3割程度であることに注目し、UIターン
補助金について、申請期間の延長や、正社員での就業規定
をなくすなど、支給条件を緩和し、一歩踏み込んだ支援の
必要性を訴えました。

～４名の敦賀高校生チーム『つるがみらいの種』大きな成果～

❶ 福井県の人口減少について 担当：久我 美月

　自分たちがこれまで受けてきた「ふるさと教育」を振り返
り、進学で県外に出た学生のＵターン率が低いのは、ふる
さとの魅力が知られていないことが原因ではないかと考え、
「ふるさと教育の必要性・重要性への県の認識」と、体験の
格差が生じている現状の改善の必要性を訴えました。さら
には、他県でも実践されている、フィールドワークなどの体
験活動を県や市町が主導して、学校外で参加者が主体的
に取り組む、ふるさと教育に関する活動を提言しました。

❷ ふるさと教育の現状 担当：中西 美結

　主体的にふるさと教育に取り組む例として、地域の魅力
を発見できるよう、また、誰でも簡単に学ぶことができるよ
う「ふるさとボードゲーム」を作成しました。
　主なルールは、プレイヤーが観光客となり、いかに多くの
観光地を巡れるかを競うもので、その過程で、プレイヤー全
員が観光地について詳しく学べるようになっているもので
す。ほどよい難易度とプレー時間で、楽しんでもらうための
調整を何回も行い、たくさんの人にテストプレーして意見を
もらい、思考錯誤を繰り返し完成に至りました。今後のふ
るさと学習での活用が期待されます。

❸ ふるさと教育を
　楽しいものにする 担当：田村 紗千

　美浜町では、少子高齢化と若年層の流出による人口減
少が進行しており、地域の活力低下が大きな課題となって
います。そこで2022 年度より総合振興計画に基づき、町
の中心のにぎわいと交流を創出する「みはまシナプスプロ
ジェクト」を始動しました。
　特に、町内に高校がないことから高校生になると地域と
の関わりが希薄になるという課題を受け、2023 年度より
株式会社 Founding Baseと連携し、新たな拠点となる
「美浜未来想作所『まほら』」をオープン。公設塾「放課後
教室サン」（小・中学生対象）と「学びコミュニティKai」（高
校生対象）を設置し、小中高をつなぐ一貫した学びと挑戦
の仕組みを構築してきました。

❹ 公設塾の充実 担当：高橋 はるか
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あなたの声をお聞かせください

R7.7.24　嶺南地域協議会街宣活動R7.7.24　嶺南地域協議会街宣活動
R7.10.8
嶺南地域協議会街宣活動「最低賃金」
R7.10.8
嶺南地域協議会街宣活動「最低賃金」

R7.8.5　総務教育常任委員会 県外視察
長野県 飯山市役所

R7.8.5　総務教育常任委員会 県外視察
長野県 飯山市役所

雑 感

　前述の美浜町の ①「みはまシナプスプロジェクト」
を含め、３つの大きなプロジェクトが形になりつつあり、
これからの嶺南の変化と発展に注目が集まっています。

②「若狭湾プレミアムリゾートエリアプロジェクト」
　国内外から観光客を集客できるリゾートエリアの形
成を目指し、県（嶺南振興局）と若狭湾エリアの6市
町（敦賀市、小浜市、美浜町、高浜町、おおい町、若狭
町）が連携し、民間事業者から投資計画を募集するこ
とで各市町への誘客施設誘致を推進しています。

③「若狭湾サイクリングルート（わかさいくる）」整備
　素晴らしい景観と豊かな食に恵まれた嶺南の特長を
活かし、誘客の一つの柱としてサイクリングを位置づけ
るため、若狭湾サイクリングルート推進協議会を設立
し、サイクルツーリズムの推進に力を入れています。

　嶺南地域の景観の素晴らしさが認知され、関係人口・交流人口の増加にも繋がっていくことを期待して
います。人流と地域の良さのバランスを配慮した施策になるよう、精一杯応援してまいります。

「嶺南への膨らむ期待！」

https://kitagawa-hiroki.net/wp-content/
uploads/tutti40_6_1.pdf

みはまシナプスプロジェクト

https://kitagawa-hiroki.net/wp-content/
uploads/tutti40_6_2.pdf

若狭湾プレミアムリゾートエリアプロジェクト

https://www.fuku-e.com/wakacycle/
若狭湾サイクリングルート（わかさいくる）
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